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資料－２ 

 



・令和４年３月に吹田市公共交通維持・改善計画マスタープランを策定し、以下の各事業を位置付けた。

参考：事業スケジュール一覧

令和４年度以降に実施・検討する事業
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・事業の進捗について

事業１

継続

令和４年度導入車両数：未定

阪急バス 近鉄バス 京阪バス 合計

9 1 1 11

99 52 34 185

70 51 23 144

29 1 11 41

70.7% 98.1% 67.6% 77.8%

公共交通サービスの維持・向上

　バリアフリー法に基づく基本方針における時期目標において令和７年度末までに乗合バス車両の約８０パーセントを
ノンステップバスとする目標値が設定されているため、更なるノンステップバス率の向上を図る。

路線数

　高齢者、障がい者等の利用環境の向上を図るため、バス事業者の進めるノンステップバス車両の導入に要する費用を補助
し、車両のバリアフリー化を推進する。

　車両のバリアフリー化

吹田市内のノンステップバスの導入状況（令和４年3月末時点）

ノンステップバス
導入率（％）

台数（吹田市内を
走るもののみ）

ノンステップバス

ワンステップバス

2



継続　　交通事業者各社の利便性や利用環境向上に向けた取組み

交通事業者各社で実施されている利便性や利用環境向上に向けた取組みを市ホームページに掲載している。

参考：ホームページ掲載状況
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新規

令和４年度より実施予定とし、設置する停留所については各バス事業者と協議中。

ベンチ・上屋の設置についてはバス事業者が実施し、設置に要する費用を市で補助する。

　　バス停環境の改善

基礎調査においてバス停のベンチ・上屋の設置要望が多かったためバス停環境の改善を行い、利便性向上を図る。
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事業２

継続

参考：吹田市公共交通マップ2022

運行情報の提供

　　広報誌、公共交通マップによる情報提供

公共交通マップの情報を毎年更新し、市内の公共施設や駅に配架及び市ホームページへの掲載を行っている。

阪急バス株式会社の「阪急バスのノリセツ」を市役所に配架している。

参考：阪急バスのノリセツ
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継続

新規

・令和４年度中のすいすいバス（千里丘・千里山）への設置に向け、事業者と協議中。

台数

３台

２台

千里丘地区あおば・ひまわりルート

ルート

リアルタイムなバス運行情報がわかる「接近情報検索」を継続して実施する。

　リアルタイムな運行情報提供　接近情報検索の継続

千里山地区たけのこルート

参考：阪急バス「接近情報検索」 参考：近鉄バス「接近情報検索」 参考：京阪バス「接近情報検索」

　　コミュニティバスへのデジタルサイネージの導入

　コミュニティバスにデジタルサイネージを導入し、利用者に向けたタイムリーな情報を提供し、すいすいバスで毎月紙媒体
で掲示しているすいすいギャラリーのデジタル化により環境負荷低減に寄与する。
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事業３

新規

・令和４年５月１日より受付開始。

・関係機関との連携

申請状況：　３０件（令和４年７月１日時点）

参考：募集チラシ

利用サービスの提案

「吹田市高齢者運転免許証自主返納者の公共交通利用に関する補助金」

７５歳以上の運転免許自主返納者に対するサポートとして、令和４年４月以降に運転免許を返納し購入したバス定期券、
ICカード購入及びチャージ、タクシー乗車券の購入に対して補助金を交付する。（１返納上限６,０００円）

　吹田警察署にて募集チラシの配架及び運転免許返納者へ配布

　吹田市福祉部高齢福祉室にて募集チラシ配架及び各地域包括支援センターへ配架

　　高齢者自動車運転免許証の返納者向けのサービス
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新規

・令和４年度より実施。

　無料乗車券付き告知文（小学生用・中学生用）を作成し、各小中学校へ配布済

　利用促進施策として、将来需要の見込まれる市内在学の小・中学生にバスの無料乗車券を配布し、利用された分の運賃をバ
ス事業者に補助する。路線バスを利用する環境の少ない小・中学生に「モビリティマネジメント」の一環として、路線バスを
利用することにより身近に感じてもらい、日常の移動手段の選択肢として知ってもらうことで、将来需要の拡大を図り、市内
路線バスの利用を促進する。

　小学生：２２０円（１１０円×２枚）中学生：４４０円（２２０円×２枚）

参考：無料乗車券付き告知文（小学生用）

　期間：夏休み始期～冬休み終期（令和４年７月２１日開始）

　　学生（小、中学生）に向けた運賃補助
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事業４

継続

新規

参考：ホームページ掲載状況

　　交通事業者各社の安全運転等に関する取り組み

　　交通事業者各社の取り組みを吹田市HPに掲載

交通事業者各社で実施されている安全運転等に関する取組みを市ホームページに掲載している。

安全な公共交通事業の推進

9



事業５

新規

　路線バス事業者に対し、バス停留所の整備に要する費用を補助する。

　バス停留所整備・標識柱     ×２箇所　

　上屋、ベンチ　　　　　　  ×１箇所（大阪府実施の「都市緑化を活用した猛暑対策事業補助」を活用する）　

参考：イメージ図

バス路線の見直し

　　交通需要と供給のバランスに応じた運行の検討

　交通需要や供給バランス等の様々な条件を考慮しながら、適切にバス路線を見直し、公共交通の利用者数や満足度の維持向

上を図る。

　バス路線の見直しを行い、基礎調査において要望の多かった「阪急千里山駅～JR岸辺駅」の路線を運行する。運行は阪急
バス㈱で実施する。
　ルートにおいて佐井寺南が丘に新たなバス停留所の設置が必要であり、それに伴う道路の改修工事費用を補助する。

・令和４年度中の運行を予定（運行開始時期については調整中）

JR岸辺駅

阪急千里山駅
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継続

対象事業

　・佐井寺西地区土地区画整理事業

対象事業に併せた整備工事

　・都市計画道路佐井寺片山高浜線

　・都市計画道路豊中岸部線

　都市計画道路の計画に合わせた将来の公共交通ネットワークの形成と拠点の整備に合わせた効率的なバス路線の改善を図る
ため、バス事業者と情報共有や協議を継続して行っている。

参考：都市計画道路　事業中区関図

　将来の公共交通ネットワークの形成及び拠点整備に合わせたバス路線の見直し
　（都市計画道路、土地区画整理事業に合わせた路線検討）
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事業６

継続

JR岸辺駅周辺において、自転車駐車場の整備を計画中。

令和３年度　：用地取得完了

令和４年度～：自転車駐車場の整備に向けて検討している。

　 自転車駐車場が不足する駅における自転車駐車場の整備推進

参考：整備予定地

交通結節点の機能向上

　主要鉄道駅等におけるアクセス環境の充実を図るために、自転車駐車場が不足している駅において自転車駐車場整備を

推進する。
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新規

令和３年1月より実証実験を開始し、シェアサイクルポートの拡充を実施している。

設置箇所数 37

　　公共交通の機能を補完するシェアサイクルの拡充

参考：サイクルポートの配置図及び一覧

令和４年３月時点

ラック数 254

令和４年７月時点

48

308

　公共交通を補完する移動手段として、シェアサイクル事業の有効性や、既存路線バス、タクシー等の公共交通への影響及び
役割分担、さらに自転車駐車場における利用状況の変化等を明らかにすることを目的として実証実験中。
　実証実験の結果を踏まえ、より一層公共性のある移動手段として位置付ける。
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継続

江坂駅へのエレベーター設置やそれに伴う歩道拡幅工事を進めおり、令和６年度の運用開始を予定している。

事業者：大阪市高速電気軌道株式会社（大阪メトロ）

令和４年度：地下埋設物及び地上施設処理工を予定

参考：江坂駅エレベーター設置位置図

乗換え動線の更なるバリアフリー化

　鉄道駅おけるバリアフリールートの確保、最短化、複数化のためのエレベーター設置等により、バス停留所及びタクシー乗
降場までの相互の乗換え動線の更なるバリアフリー化を推進する。

エレベーター設置箇所

既存エレベーター設置箇所

バス乗り場

タクシー乗り場
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新規

鉄道駅から市内の主要目的地までのタクシー運賃の案内表示板の設置による情報発信を行い、乗継ぎ利便性の向上を図る。

事業７

新規

　令和４年度に市内鉄道駅において設置可能箇所を調査し、タクシー事業者と案内表示内容の調整を行い令和５年度中の設置
を目指す。

大阪メトロ 江坂駅

大阪モノレール 山田駅、万博記念公園駅、公園東口駅

対象駅：１５駅

JR 吹田駅、南吹田駅、岸辺駅

阪急電鉄 吹田駅、豊津駅、関大前駅、千里山駅、南千里駅、山田駅、北千里駅

北大阪急行電鉄 桃山台駅

地域コミュニティ交通の創出

鉄道駅からバス・タクシー等への乗継ぎ案内情報の充実

資料-３参照

地域主体による交通手段導入のしくみ検討

事業者
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事業８

継続

新規

事業９

　　　  各企業における人材育成、技術継承等の取組みの継続 継続

新規

事業１０

継続

新規

　交通事業者各社で実施されている次世代交通システムの導入に向けた取組みを市ホームページに掲載していく。

　モビリティマネジメントの一環として、将来需要の見込まれる小・中学生に路線バスの無料乗車券を配布し、路線バスを利
用することにより身近に感じてもらい、日常の移動手段の選択肢として知ってもらうことで将来需要の拡大を図る。

　交通事業者各社で、公共交通の魅力の発信に関する取組みを継続して実施している。

　交通事業者各社で、公共交通の魅力の発信に関する取組みを継続して実施している。

　交通事業者各社で実施されている担い手の確保に向けた取組みを市ホームページに掲載していく。

　交通事業者各社で、次世代交通システムの導入に向けた取組みを継続して実施している。

　　各交通事業者の取組みを吹田市HPに掲載、関係部局との協力・連携

担い手の確保

次世代交通システムの積極導入

　　　  各交通事業者の取組みを吹田市HPに掲載

　   交通事業者各社のMaaS、自動運転等の取組みの継続

     教育機関との連携（モビリティマネジメント）

公共交通の魅力の発信

Webサイト、イベント開催、ファンクラブ、啓発グッズ制作の継続
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